
小学校６年生用　プラネタリウム学習番組

　　「月と太陽」プログラム

コニカミノルタ　サイエンスドーム

　　八王子市こども科学館

※学習番組全体で約５０～５５分間となります

　プラネタリウム内での諸注意

①スポットライト（太陽）、白球（月）を使って、月の形の変化を見る

　白球を持った担当が中央通路を左右に動き、

　児童は座ったままで、さまざまな形の月を見る。

　児童は両手で、それぞれ太陽と月を指差し、
腕の開く角度の違いを確認する。

　（児童の見ている場所によって、月の形が違うことを確認する。）

②プラネタリウムで、さまざまな形の月を映し、

太陽との離角を確認させる。

①　太陽 黒点

プロミネンス（紅炎）

フレア（太陽表層の爆発）について説明

太陽の表面に接近して、太陽を見る

②　月 さまざまな形の月を見る
月の表面の模様を見る
　　　世界各国の月の模様の見え方
月の「クレーター」「海」について、

映像を見ながら説明

月、惑星、星座など
時季の天文現象など

学校からの質問事項や要望などがありましたら、事前にお知らせください。

投影開始の挨拶と案内  

月の形、見え方 

見学日の八王子の星空の解説 

太陽と月の違い 

投影終了の挨拶 


